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（社）日本原子力学会 

第 92回倫理委員会議事要旨 

 

日 時   平成 28 年 7月 4 日（月）13:30～17:30 

場 所   原子力学会 事務局会議室 

出席者   大場委員長、宇奈手幹事、金山委員、出町委員、中野委員、中村委員、宮越委員、

宮澤委員 

田中特別委員、布目特別委員    （10 名：委員名簿順） 

北村氏（オブザーバー） 

 

配布資料 

資料92-1：第91回倫理委員会議事要旨(案) 

資料92-2：2016年秋の大会企画セッション関連資料 

 

議事 

1. 資料 92-1 により、前回議事要旨（案）を確認した。一部の誤記を訂正することで了承され

た。 

2. 資料 92-2-1 及び 92-2-2 により 2016 年秋の大会企画セッションの準備に関する協議があっ

た。 

 講演後のディスカッションを活発化するために当委員会にて予め議論を行った。最終的

に委員長が倫理規程を勘案して内容を纏めておくこととした。 

 当初、無料公開で計画していたが、事務局からの指摘を受けて無料公開としないことに

した。 

 当日の役割分担を決定した。なお、当日の配布資料は 80部(予稿、発表資料、倫理規程、

事例集 PR資料)、アンケートは 100 部準備することとした。 

 アンケートの内容は前回の集計結果を踏まえて、参加者の分野(学会の部会名)を追加す

ると共にセッションに対する意見を記述し易いように工夫することとした。 

 今回も事例集を会場で販売することとし、事務局から 30 部送付することで手配する。 

3. 技術倫理協議会のシンポジウムが11/22（於東京理科大 森戸）に開催されることとなった。

今年度のテーマは「技術と社会をつなぐ（仮称）」で、原子力学会にも１名の講師推薦依頼

があり、低線量被曝や深層防護における社会とのコミュニケーションをテーマに講演者を推

薦する案や、学会内部の然るべき組織から推薦する案などが検討されたが結論が出ず、引き

続き検討することとした。 

4. 大鷹委員から6月末日で以って退会する意向が示され、委員長により了承されたことの紹介

があった。また、新任の特別委員の紹介があった。 

5. 次回の倫理委員会は、H28年9月28日(水)13：30～(学会事務局会議室)とした。 

 

以上 


